
 

水質モニタリング結果について 
 
平成１６年４月から平成１７年５月まで県および敦賀市において実施した処分場、木の芽川およびその周

辺の水質モニタリング結果は次のとおりである。 
 
１ 処分場の水質調査結果 

県は、処分場の観測井戸等７箇所において定期的に一斉水質調査を実施している。 
・廃棄物処理法上の排水基準超過項目 
  廃棄物処理法で定める排水基準超過項目数は、表１のとおりである。 
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［資料表１ 処分場水質測定結果］ 
 
２ 木の芽川等の河川水質測定結果 
   木の芽川について、県は樫曲大橋等の４地点において、敦賀市は獺谷橋等９地点において水質測定

を実施している。また、平成１７年２月に処分場南側を流れる西谷川の水質検査を実施している。 
                        ［資料図２ 河川水・地下水調査地点位置図］ 

 (1) 環境基準 
   平成１６～１７年度の測定の結果、木の芽川において環境基準を超えた項目は、生活環境項目であ

る大腸菌群数およびＢＯＤの２項目であった。健康項目については全て環境基準値を満足している。 
［資料表２ 河川水質調査結果］ 

表２  木の芽川における大腸菌群数およびＢＯＤの環境基準超過状況 （超過データのみを表記） 
年度 16 17 

大腸菌群数 環境基準 1,000 MPN／100ml 以下  

採取日 5/24 6/9 7/2 8/10 9/1 10/25 11/5 12/2 2/15 獺谷
橋  測定結果 

  
  1,700 7,900 11,000 2,200 35,000 13,000 1,700 3,300 7,000 

  

採取日 4/6 6/2 6/9 7/2 8/18 9/1 10/25 11/10 12/2 4/14 6/1 樫曲
大橋  測定結果 2,200 1,100 7,900 13,000 13,000 13,000 4,900 1,100 1,700 

 
3,300 4,900 

ＢＯＤ  環境基準   ２mg／ｌ以下 

採取日  11/10   樫曲
大橋  測定結果  2.1   

  
 

(2) 木の芽川におけるビスフェノールＡ濃度 
   木の芽川の処分場下流の観測地点で平成１６～１７年度に測定したビスフェノールＡの濃度は、次

のとおりであった。 
   また、これまで最も多くのデータが得られている三和橋での測定濃度を平成１７年５月までの測定

結果でみると、護岸漏水防止対策後（平均１．０６μｇ／Ｌ）は、対策前に比べ低い値となっている。 
 
表３―１ 木の芽川処分場下流におけるビスフェノールＡ濃度    （μg/L） 
護岸漏水防止対策前 護岸漏水防止対策後 

Ｈ15.6.6 Ｈ15.8.4 H16.６.10 Ｈ16.8.18 H16.11.10 H17.2.8 H17.5.12 
３２ ２．４ ３．６ ０．５１ ３．１ ３．９ １．０ 

表３―２ 木の芽川（三和橋）のビスフェノールＡ濃度       （μｇ／Ｌ） 

覆土対策前 覆土対策後～ 
護岸漏水防止対策前 護岸漏水防止対策後  

（～平成 14 年４月） （平 成 14 年 ４月 ～ 平 成 15 年 ６月 ） （平 成 15 年 ６月 ～ 平 成 １7 年 5 月 ） 

平均値 ４．５ ２．４ １．０６ 
最小 １．８ ０．０１未満 ０．０７ 
最大 ６．５ ６．３ ４．３ 
                     ［資料表４ ビスフェノールＡ調査結果（河川水）］ 

(3) 西谷川 
  平成１７年２月に実施した西谷川の水質測定では、全て環境基準を満足していた。また、ビスフェ

ノールＡは不検出であった。 
 

３ 地下水の水質測定結果 
県は樫曲地区等の家庭井戸等４井戸において、敦賀市は観測井戸等１８井戸において水質測定を実

施している。 
          ［資料図３ 河川水・地下水調査地点位置図］ 

(1) 環境基準 
  敦賀市の観測井戸５号深井戸において砒素が、観測井戸２号および観測井戸４号においてフッ素が

環境基準を超えて検出されたが、井戸周辺の土壌由来の可能性が高いと考えられる。その他の井戸で

は環境基準を超えた水質項目はなかった。 
                             ［資料表３ 地下水質調査結果］ 
表４ 環境基準の超過状況                      （単位：mg／L） 

観測井戸 環境基準を
超えた項目 環境基準 検出値 採取日 平成１５年度

までの最大値 
観測井戸２号井戸 フッ素 ０．８ １．１ 平成 16 年 5 月 14 日 ４．３ 

１．５ 平成 16 年 5 月 14 日 
１．４ 平成 16 年 8 月 4 日 
１．５ 平成 16 年１１月 2 日 
１．４ 平成 17 年２月８日 

観測井戸４号井戸 フッ素 ０．８ 

１．５ 平成 17 年５月 12 日 

１．９ 

０．０４１ 平成 16 年 5 月 14 日 
０．０４６ 平成 16 年 8 月 4 日 
０．０４５ 平成 16 年１１月 2 日 
０．０３８ 平成 17 年２月８日 

観測井戸５号 
深井戸 砒 素 ０．０１ 

０．０４２ 平成 17 年５月 12 日 

０．０４８ 

                              
 (2) ビスフェノールＡ 
   家庭井戸および観測井戸等においてビスフェノールＡは不検出であった。 

［資料表４ ビスフェノールＡ調査結果（地下水）］ 

資料 ２ 


